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1. 調査の概要 

 

1-1 調査目的 

大田区では、鉄道駅から 500m 以上かつバス停から 300m 以上離れている地域を公共交通不便地域

として設定している。このうち、矢口、南馬込、西蒲田の３地域は、コミュニティバスの導入を検

討した経緯がある。矢口地域については、既にコミュニティバスの本格運行が開始されている。 

南馬込及び西蒲田の公共交通不便地域の改善に向けて、新たな交通手段の検討に資するデータ取

得を目的としたデマンド型交通にかかる実証実験を令和５年７月より実施している。 

実証実験による地域住民の移動状況の変化や、デマンド型交通の有効性、課題などを検証するため、

アンケート調査を実施した。 

 

1-2  調査方法 

（１）調査対象   デマンド型交通利用者、利用予定者 

（２）集計期間※１   令和５年７月３日（月）～令和６年７月 31日（水） 

（３）回答方法   調査票の車内配布・回収、および Web フォームより回答 

 

1-3  調査結果 

（１）回収票数   69 票 

 

 

※１ デマンド型交通の実証実験は、令和５年７月３日から令和６年６月 30 日までの１年間を運行期間と

している。本資料は、令和６年７月 31日までに回答されたアンケート結果を整理したものである。 
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2. 回答者の属性 
 

2-1 性別 

・性別は、「女性」が 43.5％、「男性」が 53.6％で、男性の回答者が多い。 

 

 
       表 2-1 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                図 2-1 性別 

 

 

2-2 年齢 

・各年齢層から回答が得られているが、特に 50歳～59歳の回答者が約３割を占め多い。 

 
       表 2-2 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                             図 2-2 年齢 
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2-3 住まい 

・「中央」在住の回答者が 43.5％、「南馬込」在住の回答者が 8.7％、「西蒲田」在住の回答者が 13.0％であ

った。 
 

       表 2-3 住まい 

  

 

 

 

  

 

 

 

 
                    図 2-3 住まい 

 

 
表 2-4 住まい（町丁目別） 
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2-4 職業 

・「勤め人（パート・アルバイト含む）」が 55.1％と、過半数を占めている。 

・「主婦・主夫」、「無職業」、「自営業・家族従業員」からの回答もある。 

・そのほか、こどもの利用としては、「大学生・専門学生・高校生」が 1.4％のほか、中学生（１人）、小学

生（２人）の回答がある。 
 

表 2-5 職業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  図 2-4 職業 

 

 
表 2-6 「その他」の具体的な内容 

・小学生（２件） ・中学生（１件） 

・区議（１件）  ・老人（１件） 

 

 

2-5 自動車の運転について 

・「免許を持っているが、あまり運転しない」と「運転しない」の回答者を合わせると 71.0%と、７割を超

えている。 

・一方で「運転する」は 27.5％と、普段自動車を運転している方もデマンド型交通に関心を寄せているこ

とがうかがえる。 

 
表 2-7 自動車の運転について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                   図 2-5 自動車の運転について 
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※最終目的地…「エリア内」：目的地が居住エリア 「エリア間」：目的地が居住外エリア（その他区内、区外は除く） 
       「エリア外」：目的地が「その他区内」または「区外」 

 図 3-1 利用の最終目的地 

3. デマンド型交通の利用用途 
 

3-1 利用の最終目的地 

・「池上駅・西馬込駅接続エリア」が 47.8％、「蒲田駅接続エリア」が 33.3％と、81.1％の回答者が実証実

験エリア内を最終目的地としている。 

・「住まい」別で最終目的地をみると、エリア内での利用が「池上駅・西馬込駅接続エリア」で 69.7％、「蒲

田駅接続エリア」で 60.9％と、出発・目的地が同エリア内の回答者が多い。 

 
表 3-1 利用の最終目的地 

 

 

 

 

 

 
 

表 3-2 住まい別の最終目的地（上段：人数、下段：構成比） 

  
                             

 

 

 

 

 

 

3-2 デマンド型交通の利用目的【複数回答】 

・「飲食・買い物」の次に「通勤・通学」の回答が多く、利用用途は公私に渡っている。 

 
表 3-3 デマンド型交通の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      図 3-2 デマンド型交通の利用目的 

 

表 3-4 「その他」の具体的な内容 

・趣味（２件） ・仕事中の移動（３件） ・試乗（２件） ・視察（１件） 

・金融機関や役所等の施設利用（３件）  ・バス乗り継ぎ（１件） ・詳細記載なし（１件） 
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3-3 これまでの利用回数 

・「今回が初めて（１回目）」が 52.2％と、デマンド型交通の初回利用時の回答者が多いことがうかがえる。 
 

 
表 3-5 これまでの利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      図 3-3 これまでの利用回数 

 

 

3-4 乗車日（月）【複数回答】 

・実証実験を開始した「７月」に乗車したと答えた回答者が多い。 
 

表 3-6 乗車日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    

 

 

 

                 図 3-4 乗車日（月） 

 
 

 

表 3-7 （参考）月別回答記入件数 

・７月【27 件】 ・８月【12件】 ・９月【６件】 ・10 月【３件】  

・11 月【６件】 ・12 月【６件】 ・１月【６件】 ・２月【２件】  

・３月【４件】  ・４月【９件】 ・５月【10件】 ・６月【10 件】 
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3-5 デマンド型交通が定着した場合の利用頻度（１カ月あたり） 

・「月に１回以上は利用したい」という回答が９割近くを占め、回答者の利用意向は高い。 

・「利用しない」を回答したのは、「その他区内」の回答者から４件、「区外」の回答者が１件、「運行エリア

内」の回答者が１件であり、デマンド型交通の運行エリア外の居住者が大半である。 

・「20回以上」を回答したのは、他の設問で「通勤時間帯の運行」を希望している回答者や、学生の回答者

であることから、通勤や通学での利用を想定していることがうかがえる。 

 
表 3-8 デマンド型交通が定着した場合の利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    

                                           図 3-5 デマンド型交通が定着した場合の利用頻度 
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4. 交通・移動手段の現状 
 

4-1 デマンド型交通が無ければ、どのような移動手段を利用していましたか。【複数回答】 

・デマンド型交通がないときに、徒歩のみで移動していたのは 25.0％、自転車を利用（自転車＋徒歩、自

転車のみ）は 39.1％である。 

・デマンド型交通により、それまで何らかの形で自動車を利用していたものがデマンド型交通に転換した

ものは、家族等の送迎（11.6％）、自動車（4.3％）、タクシー（27.5％）、バス（30.4％）である。 

 
表 4-1 デマンド型交通以外の移動手段 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 4-1 デマンド型交通以外の移動手段 

 

表 4-2 「その他」の具体的な内容 

・電車（２件） ・社用車（１件） ・電動キックボード（１件） ・乗り換えを経ての電車（１件） 

・事前に頼める場合のみ、NPO 法人による送迎サービスを利用（１件） 

 

4-2 現在、池上駅・西馬込駅接続エリア、蒲田駅接続エリア内の【移動に不便】を感じていま

すか。 

・「移動に不便を感じている」が 82.6％と、回答者の多くが不便を実感している。 

・「その他」は、「居住外」の意見が１件、「その他区内」の意見が１件みられた。 

 
表 4-3 移動の不便について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              図 4-2 移動の不便について 

※徒歩のみ：17件（25.0％） 
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4-3 4-2 で【移動に不便】を感じている方で、どのように不便を感じているか、移動目的や、

具体的な施設名等を記入してください。【自由記述】 

・移動に不便と感じている理由は、「地形や気象条件による不便」、「距離や移動時間による不便」、「交通手

段による不便」に分けられる。 

・「地形や気象条件による不便」は、坂が多いため不便なことや、暑い日や雨天候時の移動に不便なことが

挙げられている。 

・「距離や移動時間による不便」は、電車の乗り換えや、バスでは遠回りになることが挙げられている。 

・「交通手段による不便」は、バスの運行経路は JR で分断されていること、行きたい地域や施設に行ける

交通手段がないことが挙げられている。 

・そのほか、具体的な地域や施設として、地域内から蒲田駅、西馬込駅、池上駅等の地域周辺の駅に行きた

いという意見が挙げられている。 

 
表 4-4 移動に不便を感じている理由 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※記入者は 57 人、意見数は 65 件である。 

※回答内容を分類して整理した。1人で複数の意見を回答している場合は、それぞれを 1つの回答として集計している。 
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4-4 MP（乗降場所）を設置してほしい場所はありますか。 

・63.8％の回答者が MPを設置してほしい場所が「ある」と回答している。 
 

 

表 4-5  MP 設置要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 4-3  MP 設置要望 

 

 

4-5 4-4 で【ある】と答えた方で、具体的にどこに設置してほしいですか。【自由記述】 

・MPの設置要望に関する意見は、90 件（重複意見を除くと、60箇所）の回答が得られた。 

・設置要望の中には、下表のとおり運行エリア外の場所、抽象的な場所、近傍に既存ＭＰがある場所も含

まれており、設置検討対象となるのは 25 箇所となる。 

・設置要望が多かった箇所としては、大森駅 9 件、池上駅 4 件、蓬莱坂 7 件、大田文化の森４件、東邦大

学病院４件となる。 

・設置検討対象のうち、道路幅員、勾配、駐車場入り口などの現地状況から、追加設置したＭＰは、「0 池

上営業所」、「24 蓬莱坂下」、「67 中央 8-19 地先」の３箇所である。 

 
表 4-6 設置要望箇所区分 

区分 箇所数 主な要望箇所 

運行エリア外の設置要望箇所 37 大森駅、梅屋敷駅、京急蒲田駅、東邦大学病院 

抽象的な設置要望箇所 7 学校、介護施設、病院、バス停 

近傍に既存ＭＰがある設置要望箇所 21 池上駅、蒲田駅、西馬込駅、西松屋 

設置検討対象となる設置要望箇所 25 蓬莱坂、文化の森、入新井第二小学校 

合計 90  
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5. デマンド交通の今後について 
 

5-1 デマンド型交通を今後も利用したいと思いますか。 

・「非常に思う」、「やや思う」、「改善されれば利用したい」の計が 89.7％と、利用意向は高いことがうかが

える。 

 
表 5-1 デマンド型交通の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        図 5-1 デマンド型交通の利用意向 

 

 

5-2 デマンド型交通に期待すること【複数回答】 

・「移動範囲の広がり」、「移動の容易さ」、「移動時間の短縮」の順でデマンド型交通への期待度が高い。 
 

表 5-2 デマンド型交通に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                       図 5-2 デマンド型交通に期待すること 

 
表 5-3 「その他」の具体的な内容 

・観光需要の取り込み（１件） 

・利用者の利用目的に適うこと（１件） 

※意見や改善点等、「その他」の具体的な内容ではない回答は、本表には掲載していない。 
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6. 自由意見 
 

6-1 その他自由意見 自由意見に該当する項目を選定下さい。【自由記述】 

・自由意見は、「予約・配車時間」について 36 件、「運行時間」について 29件、「運行エリア」について

27 件、「料金・支払い方法」について 18 件、「MP（乗降場所）」について 18 件、「アプリ」について４

件、その他 23件の意見が寄せられている。 

・「予約・配車時間」に関しては、当日予約可能にしてほしい、予約時間幅の短縮、予約不要にしてほし

い、予約できる時間が分かるようにしてほしいという意見が挙げられている。 

・「運行時間」に関しては、運行時間の延長、毎日運行してほしいという意見が挙げられている。 

・「運行エリア」に関しては、エリアの拡張（大森駅エリアに行きたい、JRの線路を跨ぐルートがほし

い）や、エリアの統合を希望する意見が挙げられている。 

・「料金・支払い方法」に関しては、料金が高額・値下げしてほしい、バスとの乗り継ぎ割引、シルバーパ

スを使えるようにしてほしいという意見が挙げられている。 

・「MP（乗降場所）」に関しては、MP の位置の改善・視認性の向上、既存バス停への MP 設置を希望する意見

が挙げられている。 

・「アプリ」に関しては、アプリの機能改善や、専用アプリの作成を希望する意見が挙げられている。 

・そのほか、デマンド型交通の利用に関する意見や、実証実験に関する意見、車両デザインの改善に関す

る意見などが挙げられている。 
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表 6-1 自由意見のまとめ（1/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※記入者は 33 人、意見数は 90 件である。 

※回答内容を分類して整理した。1人で複数の意見を回答している場合は、それぞれを 1つの回答として集計している。 

 

※１ 主な意見に対する対応の進捗を以下の通り示している。 

   「○」：対応済、もしくは対応中 

   「△」：要検討 

   「×」：対応困難 

   「－」：参考意見 

 

 

※１ 
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表 6-2 自由意見のまとめ（2/4） 

  
※１ 
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表 6-3 自由意見のまとめ（3/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 
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表 6-4 自由意見のまとめ（4/4） 
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